
長
恨
歌

｢

舊
枕
故
衾
誰
與
共｣

句
の
典
據
に
就
い
て

白
居
易
の
長
恨
歌
、｢
舊
枕
故
衾
誰
與
共｣

は
他
に

｢

翡
翠
衾
寒
誰
與
共

(

１)｣

の

句
に
作
る
本
が
傳
わ
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
句
も
玄
宗
が
楊
貴
妃
を
悼
亡
す
る
こ

と
に
は
變
わ
り
は
な
い
が
、
な
ぜ
か
か
る
こ
と
が
生
じ
た
の
か
。
居
易
自
ら
の
改

稿
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
就
い
て
考
え
て
み
た
の
で
あ
る
。

一

『

詩
經』

唐
風
・
葛
生
篇

角
枕
粲
兮
、
錦
衾
爛
兮
。
予
美
亡
此
、
誰
與
獨
旦
。

の
句
に
は

｢

枕｣

、｢

衾｣

、｢

誰
與｣

の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り

｢

舊
枕
故
衾
誰
與

共｣

の
句
は
こ
れ
に
依
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た

｢

毛
序｣

に

葛
生
、
刺
晉
獻
公
也
。
獻
公
好
攻
戰
、
則
國
人
多
喪
矣
。

と
あ
り
、『

鄭
箋』

に
は
、

喪
、
棄
亡
也
。
夫
從
征
役
。
棄
亡
不
反
。
則
其
妻
居
家
而
怨
思
。

と
あ
る
。
葛
生
篇
は
晉
の
獻
公
を
刺
っ
た
詩
で
、
夫
が
戰
に
出
て
歸
ら
な
か
っ
た

の
を
妻
が
怨
み
に
思
っ
て
作
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

｢

角
枕
粲
兮
、
錦
衾
爛
兮｣

の
句
に
就
い
て

『

毛
傳』

に
は
、

齊
則
、
角
枕
錦
衾
。
禮
、
夫
不
在
、
斂
枕
篋
、
衾
席
�
而
藏
之
。

と
言
い
、
齊
戒
に
は
角
枕
と
錦
衾
を
取
り
出
し
て
祭
り
、
ま
た

『

禮
記』

内
則
篇

を
掲
げ
、

夫
不
在
斂
枕
篋
、
蕈
席
�
器
而
藏
之
。

と
言
っ
て
い
る
。
夫
が
不
在
の
時
、
妻
が
夫
に
代
わ
っ
て
祭
り
を
執
行
す
る
が
、

そ
の
時
に
は
齊
戒
に
用
い
る
角
枕
と
錦
衾
を
取
り
出
す
と
言
う
の
で
あ
る
。

『

鄭
箋』

に
は
、

夫
雖
不
在
、
不
失
其
祭
也
。
攝
主
、
主
婦
、
猶
自
齊
而
行
事
。

と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
夫
が
不
在
と
い
っ
て
も
妻
が
夫
に
代
わ
っ
て
祭
り
を
執
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

15

遠＊

藤

寛

一

二
〇
〇
七
年
一
一
月
三
〇
日
受
付

＊
江
戸
川
大
学

経
営
社
会
学
科
准
教
授

中
国
文
学



角
枕
に
就
い
て
、『

周
禮』

玉
府
に

大
喪
、
共
含
玉
、
復
衣
裳
、
角
枕
、
角
�
。

と
あ
り
鄭
玄
は

角
枕
、
以
枕
尸
。

と
註
を
施
し
て
い
る
。｢
錦
衾｣

に
就
い
て
は
、『

禮
記』

喪
大
記
に

�
用
斂
衾
、
死
去
衣
。

と
あ
り
、
ま
た
、

小
斂
…
…
君
錦
衾
、
大
夫
編
衾
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
死
者
に
着
せ
る
經
帷
子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
は
、

｢

角
枕｣

、｢

錦
衾｣

と
も
に
死
者
へ
の
副
葬
品
で
あ
ろ
。｢

角
枕
粲
兮
、
錦
衾
爛
兮｣

句
の

｢

粲｣

に
就
い
て
考
え
る
と
、
攴
は
殘
骨
の
形
を
表
わ
し
そ
の
色
は
米
を
精

し
た
白
さ
で
あ
る
こ
と
か
ら
白
く
輝
く
さ
ま
を
言
う
の
で
あ
り
、｢

爛｣
は

『
�

文
解
字』

に

｢

爛
、
孰
也｣

と
あ
る
よ
う
に
灼
い
て
孰
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
火
で

灼
く
こ
と
か
ら
そ
の
光
り
輝
く
形
を
言
う
の
で
あ
る
。｢

粲｣

も

｢

爛｣

も
き
ら

き
ら
と
輝
く
意
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
尚
、
朱
熹
は

『

集
傳』

に
於
い
て

｢

粲
爛
、
華
美
鮮
明
之
貌｣

と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
白
居
易
の
目
に
触
れ
る

は
ず
が
な
い
か
ら
參
考
に
と
ど
め
て
お
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
死
者
の
埋
葬
に
關
わ

る
語
に
は
變
わ
り
が
な
い
。
と
こ
ろ
で

｢

予
美
亡
此｣

と
あ
る

｢

予
美｣

の

｢

美｣

は
男
女
い
ず
れ
を
指
し
て
も
良
い
が
、
こ
こ
は
征
役
し
た
夫
で
あ
る
。｢

私
の
夫

は
此
に
亡
く｣

の
意
と
解
す
る
。｢

亡｣

は
、『

�
文
解
字』

に

｢

亡
、
逃
也｣

と

あ
る
が
、
白
川
静
氏
が
、

死
者
の
肢
體
の
屈
折
し
た
形
を
表
し
て
い
る

(

２)

。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。｢

亡
此｣

と
あ
る
の
は
夫
の
死
を
指
し
て
言
う
の
で
あ
る
。

『

毛
詩
會
箋』

に
、

春
秋
時
、
戰
敗
者
多
棄
其
屍

と
あ
る
よ
う
に
春
秋
の
時
代
に
は
、
戰
死
者
の
遺
骸
が
野
葬
さ
れ
た
例
が
多
い
と

述
べ
て
い
る
。

楊
貴
妃
の
場
合
も
長
恨
歌
に

｢

花
鈿
委
地
無
人
收｣

、｢

翠
翹
金
雀
玉
�
頭｣

と

あ
っ
て
楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
た
時
の
樣
を

｢

馬
嵬
坡
下
泥
土
中
、
不
見
玉
顏
空
死
處｣

に
作
る
が
、
そ
れ
は
遺
骸
が
野
葬
さ
れ
た
こ
と
と
等
し
い
。

ま
た
葛
生
篇
に

誰
與
獨
旦
。

と
あ
り

｢

旦｣

に
就
い
て

『

鄭
箋』

に
は
、｢

旦
、
明
也｣

と
あ
る
。
こ
れ
は

『

�
文
解
字』

に

旦
、
明
也
。
从
日
見
一
上
。
一
、
地
也
。

と
あ
る
の
に
據
っ
た
も
の
で
夜
が
明
け
る
こ
と
、
日
の
出
を
言
っ
て
い
る
。
從
っ

て

｢

獨
旦｣
は

｢

獨
り
夜
明
け
を
迎
え
る｣

の
意
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
長
恨
歌
の

玄
宗
が
獨
り
で
夜
明
け
を
迎
え
る
こ
と
を
言
っ
た

｢

耿
耿
星
河
欲
曙
天｣

の
句
で

表
わ
し
て
い
る
。

こ
の

｢

誰
與｣

の
語
に
就
い
て
は

『

鄭
箋』

に

｢

吾
誰
與
居
乎
。
獨
處
家
耳
。
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從
軍
未
還
。
未
知
死
生
。
其
今
無
於
此｣

と
あ
る
。｢

予
美
亡
此
、
誰
與
獨
息｣

の
句
に

『

毛
傳』

は
、｢

息
、
止
也｣

と
註
し
、
ま
た

｢

予
美
亡
此
、
誰
與
獨
旦｣

の
句
は
、『

鄭
箋』

は

｢

我
君
子
無
於
此
。
吾
誰
與
齊
乎
。
獨
自
�
明｣

と
記
す
。

�
ち

｢
誰
與｣

は
、
誰
と
行
動
を
一
緒
に
し
た
ら
よ
い
の
か
、
こ
れ
を
い
ま
こ
こ

に
は
居
な
い
、
想
う
相
手
に
悄
然
た
る
思
い
で
む
な
し
く
語
り
か
け
た
と
い
う
孤

獨
の
寂
し
さ
を
述
べ
て
い
る
。

か
く
し
て
白
居
易
は
葛
生
篇

｢

角
枕
粲
兮
、
錦
衾
爛
兮
。
予
美
亡
此
、
誰
與
獨

旦｣

句
を
據
り
ど
こ
ろ
と
し
て
初
稿

｢

舊
枕
故
衾
誰
與
共｣

の
句
を
作
り
、
玄
宗

の
楊
貴
妃
へ
の
思
い
を
託
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二

『

詩
經』

と
い
う
確
か
な
典
據
を
踏
ん
で
作
ら
れ
た
句
が
何
故
に
改
稿
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
字
義
の
面
か
ら
考
え
て
み
た
。

長
恨
歌
、｢

舊
枕｣

の

｢

舊｣

字
は

『

�
文
解
字』
に

｢

舊
、
鴟
舊
、
舊
�
也｣

と
あ
る
。
�
は
毛
角
の
あ
る
鳥
、
み
み
ず
く
、
ふ
く
ろ
う
の
こ
と
を
言
う
。
白
川

静
氏
は

『

淮
南
子』

・
萬
畢
術
を
引
い
て

｢

鴟
�
も
て
鳥
を
致
す｣

の
注
に

｢

鴟
�
を
取
り
、
そ
の
大
羽
を
折
り
、
そ

の
兩
足
を
絆
ぎ
、
以
て
媒

(

お
と
り)

と
爲
し
、
羅
を
そ
の
旁
に
張
れ
ば
、

鳥
則
ち
聚
ま
る｣

と
み
え
、
昼
は
も
の
の
見
え
ぬ
み
み
ず
く
に
、
鳥
が
報
復
し
よ
う
と
集
ま
る
の
を

利
用
し
て
、
鳥
を
捕
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
足
を
と
ら
れ
る
と
脱
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
留
・
旧
止
の
意
と
な
り
、
久
時
の
意
と
な
る

(

３)

と
述

べ
て
い
る
。

朱
駿
聲

『

�
文
通
訓
定
聲』

は

『

荘
子』

・
秋
水
を
引
い
て

案
荘
子
、
秋
水
、
鴟
�
夜
撮
蚤
。
豪
末
畫
出
、
瞑
目
而
不
見
。
取
山
是
撮
蚤
、

非
拾
人
爪
也
。

と
記
し
、
舊
を

｢

�
借
、
爲
久｣

と
し
て
い
る
。
舊
は
�
借
で
本
字
は

｢

久｣

で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

從
っ
て
舊
枕
は
、｢

久
し
く
使
わ
な
か
っ
た
枕｣

或
い
は

｢

む
か
し
の
枕｣

、

｢

か
つ
て
使
っ
て
い
た
思
い
出
の
枕｣

の
意
と
な
る
。

｢

故
衾｣

の

｢

故｣

は

『

�
文
解
字』

に

｢

故
、
使
爲
之
也｣

と
あ
っ
て

｢

从

攴
古
聲｣

と
あ
る
。
段
玉
裁
は

｢

今
俗
云
、
原
故
是
也｣

と
言
い

｢

墨
子
經
上
曰
、

故
所
得
而
後
成
也
。
許
本
人｣

の
例
を
掲
げ
る
。

白
川
静
氏
は

｢

故
の
諸
義

(

４)

は
、
す
で
に
古
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
故
旧
、
故
事
の
意
は
、
古
の
字
義
そ
の
ま
ま
で
あ
る｣

と
さ
れ
、
加
藤
常

賢
氏
は

｢

事
の
變
化
の
意

(

５)｣

と
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て

｢

故
衾｣

の
意
は
、
昔
、

仲
睦
ま
じ
か
っ
た
二
人
だ
が
、
今
は
經
帷
子
を
見
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
い
う
意
に
解
せ
ら
れ
る
。

長
恨
歌
、｢

舊
枕
故
衾
誰
與
共｣

の
句
は
、｢

か
つ
て
二
人
で
使
っ
て
い
た
思
い

出
の
枕
が
あ
る
も
の
の
、
今
と
な
っ
て
は
亡
き
楊
貴
妃
を
偲
ぶ
經
帷
子
を
見
る
こ

と
に
な
っ
た
。
今
後
は
誰
と
居
た
ら
よ
い
の
か｣

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
白
居
易
は
な
ぜ
こ
の
句
を

｢

翡
翠
衾
寒
誰
與
共｣

に
改
め
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
改
稿
後
の
句
は
、｢

枕｣

が
消
え
、｢

衾｣

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。｢

舊

枕｣

に
作
る
句
は
死
に
装
束
で
身
を
固
め
た
、
馬
嵬
の
駅
で
亡
く
し
た
楊
貴
妃
へ

の
後
悔
の
念
を
歌
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
か
ね
な
い
。
こ
れ
で
は
せ
っ
か
く
の
典
據

を
踏
ん
だ
句
で
あ
っ
て
も
居
易
の
意
圖
す
る
と
こ
ろ
が
十
分
に
傳
わ
る
こ
と
は
な

く
、
改
稿

(

６)

を
決
意
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三

｢

翡
翠
衾
寒
誰
與
共｣
の

｢

翡
翠｣

に
就
い
て
は

『

玉
臺
新
詠』

の
序
に
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長
樂
鴛
鴦
、
奏
秦
聲
於
度
曲
。
…
…
瑠
璃
硯
匣
、
終
日
随
身
、
翡
翠
筆
牀
、

無
時
離
手
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
の
鴛
鴦
は
宮
殿
の
名
で
あ
り
翡
翠
は
筆
牀
の
形
容
と
し
て
用
い

ら
れ
、
美
し
い
筆
を
表
わ
す
語
で
あ
る
。

巻
五
、
范
靖
の

｢

詠
歩
揺
花｣

に
は

珠
華
�
翡
翠
、
寶
葉
�
金
瓊
。

と
あ
る
。
箋
註
は

｢

異
物
志
、
赤
而
雄
者
曰
翡
、
青
而
雌
者
翠｣

と
言
っ
て
い
る
。

ま
た

｢

低
枝
拂
繍
領
、
微
歩
動
瑶
瑛
。
但
令
雲
髻
挿
、
蛾
眉
本
易
成｣

と
あ
る
。

｢

歩
揺
花｣

、｢

金
瓊｣

、｢

微
歩
動
瑶
瑛｣
、｢

雲
髻｣

の
語
か
ら
は
長
恨
歌
の

｢

雲
鬢
花
顏
金
歩
揺｣

の
句
が
想
い
起
こ
さ
れ
る
も
の
の

｢

翡
翠
を
�
ら
す｣

と

い
う
の
は
翡
翠
の
羽
毛
を
周
囲
に
張
り
付
け
め
ぐ
ら
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
衾
に
就

い
て
触
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
巻
六
、
王
僧
孺
の

｢

春
閨
有
怨｣

に
は

月
映
寒
蛩
褥
、
風
吹
翡
翠
帷

と
見
え
る
。｢

翡
翠
帷｣

に
就
い
て
箋
註
は
梁
簡
文
帝
・
筝
賦
に

｢

出
翡
翠
之
香

帷｣

と
あ
る
の
を
擧
げ
て
い
る
。

ま
た
巻
六
、
姚
翻
の

｢

同
郭
侍
郎
采
桑
一
首｣

に
は

風
揺
翡
翠
簪

と
あ
る
。

巻
七
、
皇
太
子
簡
文
の

｢

南
湖｣

に
も

銀
綸
翡
翠
鉤

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
翡
翠
の
羽
の
つ
い
た
釣
り
針
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

巻
七
、
皇
太
子
簡
文
の

｢

戲
作
謝
惠
連
軆
十
三
韻｣

に
は

珠
繩
翡
翠
帷

と
あ
る
。
珠
の
飾
り
を
繩
に
つ
け
、
翡
翠
の
模
様
の
あ
る
戸
張
り
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
。

巻
九
、
沈
約
の

｢

春
日
白
紵
曲
一
首｣

に

翡
翠
羣
飛
飛
不
息
、
願
在
雲
�
長
比
翼

と
あ
る
。
こ
の
句
は

｢

長
恨
歌｣

の

｢

在
天
願
作
比
翼
鳥｣

の
句
の
據
り
ど
こ
ろ

と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

巻
九
、
劉
孝
威
の

｢

擬
古
應
教
一
首｣

に

雙
棲
翡
翠
兩
鴛
鴦
、
巫
雲
洛
月
乍
相
望

と
あ
る
。
翡
翠
の
鳥
、
鴛
鴦
の
鳥
、
と
も
に
雌
雄
離
れ
る
こ
と
の
な
い
鳥
で
仲
睦

じ
い
夫
婦
を
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

『

�
文
解
字』

に
は

翡
、
赤
羽
雀
也
。
出
鬱
林
、
从
羽
非
聲
。
翠
�
羽
雀
也
。
出
鬱
林
、
从
羽
卒

聲
。

と
あ
り
、『

文
選』
巻
一
、
班
孟
堅
の

｢

西
都
賦｣

に
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翡
翠
火
齊
、
流
耀
含
英
。

の
李
善
の
註
に

長
楫
上
林
賦
注
曰
、
翡
翠
大
小
如
爵
、
雄
赤
曰
翡
雌
�
曰
翠
。

と
あ
り
、
翡
は
雄
で
赤
色
、
翠
は
雌
で
�
色
の
雀
を
言
う
と
あ
る
。
巻
十
三
の
張

茂
先
の

｢

鷦
鷯
賦｣
に

｢
彼
鷲
鶚
�
鴻
孔
雀
翡
翠｣

の
句
に
對
す
る
李
善
註
に

｢

應
劭
曰
、
雄
曰
翡
雌
曰
翠
。
異
物
志
曰
、
翡
赤
色
大
於
翠
顏
監
曰
、
鳥
各
別
異

非
雄
雌
異
名
也｣

と
言
っ
て
い
る
。
巻
五
、
左
太
沖
の

｢

呉
都
賦｣

に
は

｢

翡
翠

列
�
以
重
行｣

と
あ
り
李
善
は

｢
翡
翠
�
於
樹
顛
生
子
。
夷
人
梢
徒
下
其
�
子
大
。

未
飛
便
取
之
皆
出
於
交
趾
鬱
林
郡｣
と
註
を
施
し
て
い
る
。
巻
四
、
左
太
沖
の

｢

蜀
都
賦｣

に
は

｢

罨
翡
翠
、
釣
�
�｣

と
あ
っ
て
翡
翠
を
網
を
用
い
て
捕
ら
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
そ
の
羽
毛
の
色
が
美
し
い
か
ら
で
、
張
平
子
の

｢

西

都
賦｣

に
は

文
以
朱
�
、
翡
翠
火
齊
、
烙
以
美
玉

と
あ
り
、
ま
た
巻
十
九
、
宋
玉

｢

神
女
賦｣

に
は

若
翡
翠
之
奮
翼
。
其
象
無
雙
、
其
美
無
極

と
あ
る
。
翡
翠
は
番
で
居
り
、
巻
二
十
一
、
郭
景
純
の

｢

遊
仙
詩｣

に
も

｢

翡
翠

戲
蘭
召｣

と
あ
る
。
ま
た
巻
三
、
張
平
子
の

｢

東
都
賦｣

に
は
、

翡
翠
不
裂
、
�
瑁
不
蔟
。

と
、
翡
翠
を
裂
い
て
そ
の
羽
を
得
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
く
、
ま
た
羽
を
取
っ
て

翡
翠
に
あ
や
か
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
八
、
楊
子
雲
の

｢

羽
獵
賦｣

に
は

玄
鸞
孔
雀
翡
翠
垂
榮
。

と
あ
っ
て
そ
の
羽
毛
の
榮
え
る
ば
か
り
の
美
し
さ
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

巻
七
、
司
馬
長
卿
の

｢

子
虚
賦｣

に

｢

錯
翡
翠
之
威
�｣

と
あ
り
そ
の
李
善
註

に

｢

張
揖
曰
、
錯
其
羽
毛
以
爲
首
飾
也｣

と
あ
る
。
翡
翠
の
し
な
や
か
な
羽
で
作
っ

た
首
飾
り
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
巻
九
、
楊
子
雲
の

｢

長
楊
賦｣

に
は

｢

却
翡

翠
之
飾
、
除
彫
琢
之
巧｣

と
あ
っ
て
調
度
装
飾
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
言
っ

て
い
る
。

巻
三
十
三
、
宋
玉
の

｢

招
魂
一
首｣

に
は

翡
翠
珠
被
、
爛
齊
先
些

と
あ
っ
て
李
善
は

雄
曰
翡
、
雌
曰
翠
、
被
衾
也

と
註
を
施
し
、
ま
た

｢

翡
帷
翠
	
、
飾
高
堂
些｣

と
あ
っ
て

『

楚
辭』

・
洪
興
祖

の
補
注
を
引
い
て

言
復
以
翡
翠
之
羽
雕
飾
、
	
張
之
高
堂
以
樂
君
也

と
記
し
て
い
る
。

長
恨
歌
の

｢
翡
翠
衾
寒
誰
與
共｣

と
あ
る

｢

翡
翠
衾｣

は

｢

翡
翠
珠
被｣

の
こ

と
で
あ
っ
て
、
李
善
は
、
被
を
衾
の
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
翡
翠
の
刺
繍
の

あ
る
掛
け
蒲
団
に
珠
飾

(
眞
珠
の
飾)

を
施
し
た
も
の
を
言
い
、
翡
翠
の
鳥
か
ら
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新
婚
當
時
に
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

四

以
上
に
よ
っ
て

｢

翡
翠
衾
寒
誰
與
共｣

に
改
め
た
意
圖
は
、
長
恨
歌
に

｢

雲
鬢

花
顏
金
歩
揺
、
芙
蓉
帳
暖
度
春
宵｣

の
句
を

｢

翡
翠
衾｣

に
よ
っ
て
想
起
さ
せ
、

玄
宗
の
楊
貴
妃
を
は
じ
め
全
て
を
失
っ
た
後
の
孤
獨
を
感
じ
さ
せ
る
。
語
も

｢

帳｣

に
對
し
て

｢

衾｣

、｢
暖｣
に
對
し
て

｢

寒｣

に
作
っ
て
あ
る
。
ま
た
前
句

｢

鴛
鴦

瓦
冷
霜
華
重｣

の

｢

鴛
鴦｣
に
對
し
て

｢

翡
翠｣

に
作
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

｢

舊
枕
故
衾
誰
與
共｣

と
作
る
句
の

｢

衾｣

は

『

詩
經』

葛
生
篇
に
據
る
こ
と

は
當
時
の
知
識
人
な
ら
ば
誰
も
が
知
り
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
亡
き
楊
貴

妃
を
懐
う
玄
宗
の
心
の
内
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
そ
れ
だ
け
に
止
ま
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し

｢

翡
翠
衾
寒
誰
與
共｣

に
作
っ
た
句
の
場
合
は
、
楊
貴
妃
と
共
に

過
ご
し
た
、
三
千
の
寵
愛
を
一
身
に
集
め
た
頃
の
楊
貴
妃
を
懐
か
し
む
が
故
に
總

て
を
失
っ
た
、
わ
が
身
の
孤
獨
を
悲
し
む
玄
宗
の
姿
お
よ
び
心
が
表
わ
さ
れ
て
い

る
。

○

な
お
改
稿
の
據
り
ど
こ
ろ
と
し
て
他
に
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は

『

玉
臺
新
詠』

巻
二
・
阮
籍
の

｢

詠
懐
詩
二
首｣

の
其
二

｢

昔
日
繁
華
子｣
の

詩
が
掲
げ
ら
れ
る
。

昔
日
繁
華
子
、
安
陵
與
龍
陽
、
夭
夭
桃
李
花
、
灼
灼
有
輝
光
、
悦
懌
若
九
春
、

磬
折
似
秋
霜
、
流
眄
發
姿
媚
、
言
笑
吐
芬
芳
、
携
手
等
歡

愛
、
宿
昔
同

衾
裳
、
願
爲
雙
飛
鳥
、
比
翼
共
�
翔
、
丹
�
著
明
誓
、
永
世
不
相
應
。

と
あ
る
。『

詩
經』

周
南
・
桃
夭
篇
を
踏
ん
で
は
い
る
が
詠
懐
詩
で
は
容
色
ゆ
え

に
君
に
つ
か
え
た
男
子
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
若
き
女
子
を
言
う
の

で
は
な
い
。
長
恨
歌
の
句

｢

在
天
願
作
比
翼
鳥｣

は

｢

願
爲
雙
飛
鳥
、
比
翼
共
�

翔｣

に
、｢

此
恨
緜
緜
無
盡
期｣

は

｢

永
世
不
相
應｣

の
句
に
比
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
句
の
示
す
意
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
の
み
を
以
て
輕
々
に
論
ず
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
。

特
に
注
目
す
べ
き
は

｢

宿
昔
同
衾
裳｣

と
あ
る
句
で
こ
こ
で
は
か
つ
て
衾
を
共

に
し
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
な
お
、『

文
選』

巻
二
十
三
・
阮
嗣
宗
・
詠
懐
詩

十
七
首
と
あ
る
そ
の
四
首
目
に
同
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
そ
こ
に
は

｢

宿
昔
同

衣
裳｣

と
作
る
。
ま
た

『

玉
臺
新
詠』

巻
二
・
情
詩
五
首
・
其
一
・
北
方
有
佳
人

篇
に

｢

願
託
晨
風
翼
、
束
帯
侍
衣
衾｣

の
句
が
あ
り
、
こ
こ
で
言
う

｢

衣
衾｣

は

か
け
蒲
団
の
意
で
あ
る
。

ま
た
同
じ
く
情
詩
其
三

｢

�
風
動
帷
簾｣

に

衿
懷
擁
虚
景
、
輕
衾
覆
空
牀
。
居
歡
惜
夜
促
、
在
感
怨
宵
長
。
撫
枕
獨
吟
歎
、

綿
綿
心
内
傷
。

と
あ
り
、
長
恨
歌
に
見
え
る

｢

衾｣

、｢

枕｣

、｢

綿
綿｣

の
語
が
見
え
る
が
直
ち
に

白
居
易
が
こ
の
詩
に
據
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。

注

(

1)
｢

舊
枕
故
衾
誰
與
共｣

に
作
る

文
苑
英
華
本
、
金
澤
文
庫
本
、
三
条
西
家
旧
藏
本
、
清
原
宣
賢
本
、
正
宗
敦
夫
文

庫
本尚

、
文
苑
英
華
本
に
は

｢

集
作
翡
翠
衾
寒｣

と
校
記
し
て
い
る
。

｢

翡
翠
衾
寒｣

に
作
る

太
平
廣
記
本
、
宋
本
、
四
部
叢
刊
本
、
明
�
刊
本
、
古
文
眞
宝
、
松
花
堂
昭
乘

本
、
白
氏
五
妃
曲
本
、
秘
點
本
、
全
唐
詩
本

(
2)

白
川
静

『

字
統』

(

平
凡
社
、
一
九
九
四
年
三
月)

七
九
六
頁
參
照
。

(

3)
白
川
静

『

字
統』

(

平
凡
社
、
一
九
九
四
年
三
月)

一
七
一
頁
參
照
。

(

4)

白
川
静

『

字
統』

(

平
凡
社
、
一
九
九
四
年
三
月)

二
七
六
頁
參
照
。

(

5)

加
藤
常
賢

『

漢
字
の
起
源』

(

角
川
書
店

昭
和
四
十
五
年
三
月)

三
九
二
頁
參

照
。

(

6)

元
槇
の

｢

白
氏
長
慶
集
序｣

に
は

｢

禁
省
、
觀
寺
、
郵
候
、
牆
壁
之
上
無
不
書
、
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王
公
、
妾
婦
、
牛
童
、
馬
走
之
口
無
不
道
。
至
於
繕
冩
模
勒
、
衒
賣
於
市
井
。
或
持

之
以
交
酒
茗
者｣

と
あ
る
。
市
井
の
は
店
頭
で
賣
ら
れ
て
た
り
、
洒
茶
の
代
価
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
た
。
ま
た

｢

�
林
賣
人
、
求
市
頗
切
。
自
云
、
本
國
宰
相
、
毎
百
以

百
金
換
一
篇
、
其
甚
僞
者
、
宰
相
輒
能
辨
別
之｣

と
あ
る
。
�
林
の
宰
相
ま
で
も
が

僞
作
を
辨
別
す
る
ま
で
に
白
詩
は
流
布
し
て
い
た
。
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